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士幌高原道路に反対する連絡会

代表十勝自然保謹協会会長及川 裕

時
間
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
。
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た

ど
の
く
ら
い
、
こ
の
問
題
に
、
緊
張
感
を
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

持
続
さ
せ
て
い
れ
ば
、
私
た
ち
が
望
む
方
私
は
、
人
が
自
然
を
保
護
す
る
、
と
い

向
に
、
事
態
は
進
展
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
う
不
遜
な
思
想
を
、
い
ち
ば
ん
嫌
う
と
こ

か
。
ろ
で
す
が
、
自
然
保
護
を
標
梼
し
な
が
ら

十
勝
自
然
保
護
協
会
は
、
一
八
七
一
年
「
実
は
自
然
破
壊
に
お
墨
付
を
あ
た
え
る
」

七
月
十
日
発
足
し
、
二
十
二
年
の
永
き
に
こ
と
を
意
図
す
る
か
の
体
質
を
、
協
会
内

わ
た
っ
て
、
士
幌
高
原
道
路
に
か
か
わ
っ
部
に
感
じ
て
い
る
人
々
は
、
か
な
り
い
た

て
き
ま
し
た
。
よ
う
で
す
。

そ
の
間
、
大
雪
縦
貫
道
路
、
日
高
横
断
士
幌
高
原
道
路
の
是
非
に
つ
い
て
も
、

道
路
、
知
床
横
断
道
な
ど
、
大
規
模
開
発
ま
さ
に
お
墨
付
を
あ
た
え
よ
う
と
し
て
い

の
、
い
わ
ゆ
る
長
物
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
昨
年
十
月
十
七

息
つ
く
暇
も
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
日
を
も
っ
て
、
雑
念
を
ふ
り
き
っ
て
、
み

こ
れ
は
、
こ
と
ご
と
く
列
島
改
造
論
に
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
受
け
、
新
生
十
勝
自

端
を
発
し
た
、
行
政
と
土
建
業
に
ま
つ
わ
然
保
護
協
会
と
し
て
出
発
し
た
わ
け
で

る
構
造
的
因
果
関
係
の
な
せ
る
業
で
し
す
。

た
。
も
ち
ろ
ん
、
前
記
道
路
問
題
ば
か
り
す
こ
し
ず
つ
で
す
が
、
連
動
と
い
う
も

か
、
ほ
と
ん
ど
の
原
始
河
川
が
失
な
わ
れ
、
の
は
、
ど
う
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

ゴ
ル
フ
場
・
ス
キ
ー
場
な
ど
を
は
じ
め
と
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
り
か
け
て
き
た
気

す
る
大
資
本
の
リ
ゾ
ー
ト
観
光
開
発
と
、
が
し
ま
す
。
で
も
現
時
点
で
さ
っ
ぱ
り
わ

そ
れ
を
誘
導
す
る
、
お
そ
ま
つ
な
農
林
水
か
ら
な
い
の
は
政
治
で
す
。
と
く
に
、
初

産
行
政
、
に
も
ま
し
て
自
然
環
境
を
破
壊
心
を
忘
れ
た
か
の
ご
と
き
横
路
道
政
が
そ

し
て
や
ま
な
い
開
発
庁
に
よ
っ
て
、
森
林
う
で
す
。

は
も
と
よ
り
、
限
ら
れ
た
良
好
な
「
北
の
自
然
環
境
に
対
す
る
知
事
の
ほ
ん
と
う

自
然
‐
一
は
、
目
に
見
え
て
減
少
さ
せ
ら
れ
の
気
持
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
腹
の

て
き
ま
し
た
。
な
か
を
の
ぞ
い
て
見
た
い
も
の
で
す
。
高

ご
承
知
の
と
お
り
士
幌
高
原
道
路
の
ア
潔
と
い
わ
れ
た
父
節
雄
氏
は
、
ど
ん
な
育

セ
ス
に
つ
い
て
、
当
初
十
勝
自
然
保
護
協
て
方
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。

会
に
打
診
が
あ
り
ま
し
た
が
、
故
芳
賀
良
大
雪
縦
貫
道
路
に
お
け
る
国
会
で
の
反

一
畜
大
教
授
ら
の
検
討
に
よ
っ
て
、
受
け
対
質
問
と
い
う
下
地
、
そ
し
て
自
か
ら
定

一

め
た
北
海
道
環
境
保
全
指
針
が
示
す
「
徒

歩
に
よ
る
自
然
探
勝
等
に
利
用
を
限
定
す

る
」
を
最
大
限
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

道
路
計
画
を
撤
回
す
る
以
外
に
道
は
な

く
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
て

も
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
基
本
理
念
が
あ

る
と
思
う
の
で
す
。
か
っ
て
、
日
高
横
断

道
路
も
、
知
事
選
挙
の
取
引
道
具
に
使
わ

れ
て
し
ま
っ
た
苦
い
経
験
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
忘
れ
難
い
記
憶
で
す
。

こ
の
度
、
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
、
多

く
の
官
民
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
一
般
道
道

士
幌
然
別
湖
線
自
然
環
境
調
査
報
告
書

（
確
定
）
の
「
総
合
的
評
価
図
」
削
除
あ

る
い
は
撤
回
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

言
及
し
ど
の
よ
う
に
説
明
し
よ
う
と
も
、

植
物
が
貴
重
で
動
物
の
ほ
う
が
価
値
が
低

く
評
価
さ
れ
〃
ル
ー
ト
選
定
の
根
拠
は
変

わ
ら
な
い
〃
と
す
る
道
の
見
解
は
、
論
弁

と
よ
り
言
い
よ
う
が
な
く
「
は
じ
め
に
道

路
あ
り
き
」
を
証
明
し
、
国
に
さ
き
が
け

て
定
め
た
北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例

も
、
な
ん
の
実
効
も
な
い
ま
ま
形
骸
化
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基
本
理
念
が
い

く
つ
も
あ
っ
て
、
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

自
然
の
力
の
す
ご
さ
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
ら
れ
た
例
と
し
て
、
本
年
一
月

十
五
日
の
釧
路
沖
地
震
が
あ
り
ま
す
。
被

害
を
受
け
た
地
方
の
方
々
に
は
、
非
常
に
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申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
ま
さ
に
天
の
声

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
た
め
に
士
幌

高
原
道
路
の
土
木
部
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大

幅
に
遅
れ
を
見
せ
、
平
成
四
年
度
内
に
予

定
し
て
い
た
地
質
調
査
は
、
新
年
度
に
は

い
っ
て
も
、
内
容
説
明
が
で
き
ず
、
申
請

も
大
幅
な
遅
れ
と
な
り
、
土
木
部
の
ア
セ

リ
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
際
環
境
庁
は
、
古
い
厚
生
省
時
代

に
認
可
さ
れ
た
、
カ
ビ
の
は
え
た
国
立
公

園
内
事
業
を
引
き
ず
る
こ
と
な
く
、
名
前

も
環
境
庁
と
か
わ
り
、
地
球
規
模
で
環
境

を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
世
界
に
率
先
し

て
範
を
垂
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か

ら
、
計
画
見
直
し
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
横
路
道
政
に
示
唆
す
る
の
は
、
環

境
庁
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

四
月
九
日
に
北
海
道
に
提
出
し
た
七
万

八
千
筆
の
反
対
署
名
は
、
六
月
二
八
日
現

在
遂
に
目
標
の
全
国
十
万
筆
を
達
成
し
、

近
日
中
に
再
度
横
路
知
事
に
提
出
い
た
し

ま
す
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
全
国
民
の
関

心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
訳
で
す
。
士

幌
・
上
士
幌
・
鹿
追
三
町
の
方
々
も
、
町

で
は
反
対
署
名
は
で
き
な
い
が
、
帯
広
の

街
頭
で
あ
れ
ば
で
き
る
と
言
わ
れ
て
署
名

さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
促
進
側
も

三
町
あ
げ
て
と
い
う
事
で
は
、
ま
っ
た
く

な
い
の
で
す
。
開
発
と
自
然
保
護
が
同
居

す
る
名
前
の
自
然
保
護
団
体
が
あ
っ
た

り
、
悪
名
高
き
国
土
（
株
）
と
ゴ
ル
フ
場

開
発
を
許
す
協
定
を
結
ぶ
市
民
団
体
が
存

在
す
る
十
勝
は
、
ど
う
考
え
て
も
異
常
で

あ
り
、
日
本
中
探
し
て
も
、
私
は
寡
聞
に

し
て
知
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
自
然
保
護
団
体
と
錯
覚
さ
せ
る

こ
と
は
、
罪
で
あ
り
、
一
般
市
民
を
愚
弄

す
る
こ
と
で
す
。

北
海
道
が
士
幌
高
原
道
路
計
画
を
取
り

下
げ
る
口
実
（
シ
ナ
リ
オ
）
は
、
前
述
の

反
対
署
名
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
哺

乳
類
学
会
、
日
本
鳥
学
会
、
日
本
生
態
学

会
の
権
威
あ
る
学
究
者
が
、
こ
と
ご
と
く

こ
の
計
画
に
反
対
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す

か
ら
、
こ
れ
を
採
用
さ
れ
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
。
道
土
木
部
が
諮
問
さ
れ
た
検
討

委
員
の
諸
先
生
も
、
こ
の
学
会
に
含
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
も
ま
だ
迷
わ
れ
る
の
で
し
た
ら

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
か
申
し
ま

す
。
日
高
横
断
道
路
を
判
断
さ
れ
た
時
も
、

知
事
は
、
一
度
も
現
地
を
検
分
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
、
環
境
庁
長
官
と
も

ど
も
現
地
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
判
断
さ

れ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
二
十
数
年

眠
っ
て
い
た
計
画
を
、
み
ず
か
ら
呼
び
覚

し
た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
で
も
遅
く

な
い
で
し
ょ
う
。

こ
と
し

ち
じ

「
事
を
知
る
一
と
書
い
て
、
知
事
と
読

←

一一一－

む
な
ど
と
申
し
あ
げ
る
の
は
、
失
礼
で

し
ょ
う
か
。

全
国
民
の
共
有
財
産
を
、
ぼ
う
大
な
税

金
を
つ
ぎ
こ
ん
で
破
壊
し
よ
う
と
す
る
北

海
道
も
、
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
国

筋
年
９
月

測
年
６
月

刊
年
７
月
加
日

Ⅶ
年
３
月
旧
日

彌
年
枢
月

７
月
５
日

９
月
６
日

Ⅷ
年
３
月
溺
日

’91

年
21110

月月月
21 6

日 日

'87'78

年年
7 I

月'81
8年
日

士
幌
高
原
道
路
と
十
勝

自
然
保
謹
協
会
の
歩
み

５
月
創
日
協
会
総
会
（
促
進
派
、
大
破

入
会
戦
術
）

６
月
鯛
日
知
事
調
査
後
速
や
か
に
満

工
↑
と
発
言

８
月
９
日

４
月
８
日

91211

月月月
131426

日日日 Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

士
幌
町
道
と
し
て
符
手

適
々
昇
格
。
仙
幌
側
満
１

１
勝
Ⅱ
然
保
巡
協
会
発
足
。

何
年
、
工
蛎
を
中
断

建
設
中
止
盤
望
神
提
出

僻
広
上
木
現
業
所
洲
從
内
容

娩
明

脚
然
環
境
淵
杏
（
ア
セ
ス
）

知
事
、
再
満
孤
の
方
針
を
打

出
す
ｃ

参
院
環
境
特
別
委
幽
会
で
丸

谷
金
保
議
員
が
質
問
。
政
府

は
こ
の
道
蹄
は
林
淡
話
以
前

に
忽
叫
し
た
の
で
淡
甜
は
適

用
さ
れ
な
い
、
と
溶
弁
。

ア
セ
ス
縦
覧
、
上
現
説
明
会

遊
・
上
現
第
１
Ｍ
協
議

道
脚
然
保
繊
迎
合
、
Ⅳ
満
Ｋ

中
止
を
道
に
典
碕
。

川
本
間
然
保
謹
協
会
怠
兇
将

勁
植
物
詳
細
淵
杏
淵
始

第
加
川
協
磯
ｃ
罰
中
間
鞭
俳

灘
一土

現
実
測
線
調
査
提
案

第
鯛
伽
協
議
。
Ｍ
ｋ
撫
否

知
覗
理
解
を
得
て
雌
没

発
言

詳
細
調
査
質
間
諜
提
川

’

佃
月
４
日
Ｈ
本
峨
乳
類
学
会
大
会
、
正

事
撤
Ⅲ
を
要
望
。

Ⅲ
月
個
日
地
形
測
賊
強
行
。
現
地
抗
議

Ⅲ
月
何
日
臨
時
総
会
。
新
体
制
確
血

如
月
澗
日
川
本
・
道
自
然
保
獲
協
会
中

止
意
見
誹

洲
月
５
日
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
放

映

Ⅲ
月
６
日
Ｎ
Ｈ
唾
あ
ん
ぐ
る
北
海
道
」

放
映

Ⅱ
月
掴
日
↓
上
幌
岡
原
通
路
に
反
対
す

る
連
絡
会
結
成

Ⅷ
月
脚
日
帯
大
学
祭
で
反
対
署
名
開
始

Ⅲ
月
犯
日
シ
ム
ポ
士
幌
尚
原
大
討
論
｝

陀
月
羽
日
近
・
環
境
庁
に
反
対
鶚
名
提

出
（
１
５
，
５
０
２
蕊
）

鯛
年
１
月
８
日
道
、
ア
セ
ス
の
総
合
的
評
価

図
の
削
除
を
発
言

１
月
帽
日
｜
本
多
勝
一
氏
矩
と
総
る
会

３
月
８
日
上
幌
町
長
宛
一
公
開
質
問
＃

氾
日
道
、
評
価
図
削
除
を
撤
艸

・
道
議
会
議
員
も
、
士
幌
・
上
士
幌
・
鹿

追
三
町
の
わ
ず
か
な
人
々
も
、
も
ち
ろ
ん

横
路
知
事
も
、
そ
の
良
識
（
セ
ン
ス
）
と

品
格
が
、
今
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

４
月
３
日
哺
乳
噸
・
嶋
学
公
に
続
き
Ⅱ

本
生
態
学
会
反
対
決
議

４
月
９
日
反
対
署
名
７
８
，
０
０
０
韮

を
道
に
提
出

４
月
四
日
一
大
塀
の
自
然
を
守
る
粂
遊

集
会
一
於
札
幌

６
月
羽
日
反
対
署
名
金
剛
皿
万
兼
述
成

８
月
”
日
道
に
２
５
，
８
１
６
乖
の
追

加
将
名
提
出
（
合
汁
１
０
３
，

８
１
６
躯
）
あ
わ
せ
て
ア
セ

ス
評
価
図
の
誤
り
を
指
摘
、

訂
服
を
要
望
。

９
月
Ｍ
日

扣
月
２
日 ｉ

Ｉ
会
及
退

第
８
Ｍ
理
邪
会
に
於
て
野
洲

地
形
測
慰
開
始
。
阻
止
す
る
。

任
◎

（
協
会
分
裂
）
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横路さん､忘れていませんか？
○1983年の知事候補横路氏の道自然保護団体連合の

アンケートへの回答から

1 ．道アセスメント条例について

｢道アセスメント条例は不備な点が多いので（例えば、関係住民だけが意

見を述べることができて、他の住民にはない)、道民サイドに立った改正

が必要だ｡」

ところが、士幌高原道では道は十勝協会とだけ話し合い、他団体とは話し合いを事

実上拒否し続けている。

艤讓 ’言

<コメント＞

2. 自然保護団体と話し合う用意はあるか。

|篝議蕊議謹
<コメント＞

｢貴団体はじめ関係者と十分話し合う。これが私の道政参加の基本姿勢だ｡」

ところがこれまでの知事在任期間中、自然保護団体からの再生の面会要請にも－

北海道自然保護協会の会長にも一一一全く応えていない。

3．士幌高原道についてどう考えるか。

｢公園内なので、問題点を十分把握し、解決の方途が定まるまで、工事は

進めるべきでない｡」

これほど重大な問題があるのに、工事の再着工の必要を再三発言している。

|蕊溌蕊簔蕊

<コメント＞
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「今､森が危ない」
－苫小牧演習林が学習会一

平
成
五
年
一
月
三
十
一
日
、
北
海
道
大

学
苫
小
牧
演
習
林
で
一
今
、
森
が
危
な
い
一

と
題
し
て
森
林
の
機
能
類
型
区
分
に
関
す

る
森
林
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
自
然
保
護
連
合
主
催
、
後
援
は

北
海
道
自
然
保
謹
協
会
、
苫
小
牧
自
然
保

護
協
会
が
主
管
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
全
道
各
地
か
ら
六
十
名
を
越
え
る

参
加
者
で
会
場
は
一
杯
に
な
り
機
能
類
型

区
分
に
対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
問
題
提
起
と
し
て
北
海
道
ゴ

ル
フ
場
問
題
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
呼
び
か

け
人
の
神
原
昭
子
さ
ん
か
ら
一
林
野
行
政

の
最
近
の
動
向
」
と
題
し
て
ゴ
ル
フ
場
問

題
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
こ
の
機
能
類
型
区

分
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
千
歳
の

自
然
保
護
協
会
会
長
の
西
島
浩
さ
ん
は

一
支
笏
湖
周
辺
の
森
林
空
間
利
用
林
に
つ

い
て
一
千
歳
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
グ
リ
ー
ン
プ

ラ
ン
計
画
と
森
林
空
間
利
用
林
が
見
事
に

一
致
し
て
い
る
事
実
と
、
支
笏
湖
周
辺
の

自
然
は
ど
う
し
て
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
自
然
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
北
大
苫
小
牧
演
習
林
長
の

石
城
謙
吉
さ
ん
か
ら
は
、
森
林
の
機
能
類

型
区
分
の
持
っ
て
い
る
問
題
点
、
森
林
は

け
っ
し
て
単
目
的
な
も
の
で
は
な
く
多
目

的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ー

午
後
か
ら
は
各
地
の
参
加
者
か
ら
報
告

と
い
う
こ
と
で
、
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る

会
の
二
井
田
さ
ん
か
ら
は
、
水
源
酒
養
保

安
林
と
室
蘭
岳
ス
キ
ー
場
の
問
題
、
十
勝

自
然
保
護
協
会
の
及
川
浩
さ
ん
か
ら
は
士

幌
高
原
道
路
と
然
別
湖
周
辺
の
自
然
休
養

林
の
区
分
等
に
つ
い
て
、
八
雲
の
自
然
と

子
供
の
健
康
を
守
る
会
合
同
会
議
の
稗
田

一
俊
さ
ん
か
ら
は
遊
楽
部
川
周
辺
の
自
然

環
境
の
悪
化
や
サ
ン
ベ
岳
の
リ
ゾ
ー
ト
計

画
に
伴
う
農
道
の
拡
張
工
事
が
リ
ゾ
ー
ト

目
的
で
あ
る
と
の
指
摘
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
か
ら
は
今
回

の
森
林
の
機
能
類
型
区
分
の
地
元
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
１
ウ
パ
リ
コ
ザ

ク
ラ
の
会
の
水
尾
さ
ん
か
ら
夕
張
岳
の
ス

キ
ー
場
計
画
に
つ
い
て
、
厚
沢
部
の
林
さ

ん
は
道
路
建
設
に
よ
る
ク
マ
ゲ
ラ
ヘ
の
影

響
と
函
館
営
林
署
の
対
応
に
つ
い
て
報

告
、
大
滝
の
参
加
者
か
ら
は
大
滝
の

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
一
が

周
辺
の
市
町
村
の
反
対
で
一
応
止
ま
っ
て

い
る
と
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、

活
発
な
質
問
が
相
次
ぎ
活
発
な
討
議
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
四
時
終
了
で
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
よ
う
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
最
後
に
次
の
よ

う
な
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。

－｜

北
海
道
に
は
、
全
国
の
国
有
林
の
四
割

を
占
め
る
広
大
な
森
林
と
、
二
つ
の
原
生

自
然
環
境
保
全
地
域
、
一
つ
の
自
然
環
境

保
全
地
域
、
六
つ
の
国
立
公
園
、
五
つ
の

国
定
公
園
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
自
治

体
に
こ
れ
だ
け
豊
か
な
自
然
保
護
地
域
が

集
中
す
る
所
は
、
国
内
で
は
例
が
な
く
、

世
界
的
に
も
珍
し
い
こ
と
で
す
。
北
海
道

の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
り
、
次
の

世
代
の
子
供
た
ち
に
送
り
届
け
る
こ
と

は
、
私
た
ち
大
人
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、

使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
知
床
伐
採
問
題
や
国
有
林
内
の
ゴ
ル

フ
場
や
ス
キ
ー
場
、
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
建

設
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
管
理
の
あ
り
方

に
は
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
望
む
べ
き
国
有
林
野
の
あ
り
方
に
対
し

て
、
早
急
に
法
的
手
続
き
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
し
、
今
日
の
森
林
学
習
会
に

参
加
し
た
私
た
ち
は
、
北
海
道
営
林
局
、

営
林
支
局
で
策
定
さ
れ
て
い
る
機
能
類
型

区
分
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
態
度
表
明
を

い
た
し
ま
す
。

一
、
森
林
が
持
つ
多
目
的
な
機
能
を
、
国

土
保
全
林
、
自
然
維
持
林
、
森
林
空
間

利
用
林
、
木
材
生
産
林
と
い
う
単
一
な

四
類
型
に
区
分
す
る
こ
と
は
、
森
を
育

て
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、

森
林
の
本
来
持
っ
て
い
る
機
能
を
損
な ｜

ー_」
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う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
区

分
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
森
林

環
境
も
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
今
回
の
計
画
策
定
に
お
い
て
、
北
海

道
営
林
局
は
自
治
体
や
地
元
林
業
関
係

者
に
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
他
の
多
く
の
市
民
団
体
や
自
然
保

護
団
体
に
は
事
前
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
計
画
が
策
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
来
こ
の
よ
う
な
問
題
は
よ
り
多
く
の

住
民
の
参
加
を
求
め
て
策
定
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
本
計
画
を

容
認
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

三
、
今
後
こ
う
し
た
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
情
報
の
公
開
と
住
民
参
加

を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
致
し
ま
す
．一

九
九
三
年
一
月
三
十
一
日

森
林
学
習
会
「
今
、
森
が
あ
ぶ
な
い
‐
一

参
加
団
体
一
同

北
海
道
自
然
保
護
連
合
北
海
道
自
然

保
護
協
会
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
千

歳
の
自
然
保
護
協
会
十
勝
自
然
保
謹
協

会
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
１
ウ
パ

リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
八
雲
の
自
然
と
子
供

の
健
康
を
守
る
会
北
海
道
ゴ
ル
フ
場
問

題
摘
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
沙
流
川
を
守
る

会
北
海
道
ゴ
ル
フ
場
問
題
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
広
島
・
西
の
里
原
始
林
と
緑
を

守
る
会
「
ニ
リ
ン
ソ
ウ
」

－

室
蘭
岳
ス
キ
ー
場
問
題
は
、
八
十
六
年

秋
に
標
高
叩
ｍ
の
森
林
（
大
部
分
が
水
源

涌
養
保
安
林
）
を
伐
採
し
て
ゲ
レ
ン
デ
而

積
四
・
３
地
（
国
有
地
岨
・
９
Ｍ
、
民
有

地
“
他
）
の
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
計
画

‐

．■■ : ﾛ

罰･!皇

が
公
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
起
っ
た
。
自
然

破
壊
を
心
配
す
る
市
民
の
声
を
無
視
し

て
、
翌
年
第
三
セ
ク
タ
ー
の
室
蘭
リ
ゾ
ー

ト
開
発
㈱
が
設
立
さ
れ
、
民
有
地
部
分
の

森
林
を
強
行
伐
採
し
て
ス
キ
ー
場
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

し
か
し
そ
れ
か
ら
六
年
経
過
し
た
今
日

に
至
る
も
、
国
有
地
（
保
安
林
指
定
区
域
）

部
分
は
自
然
保
護
を
訴
え
る
市
民
の
根
強

い
反
対
連
動
の
た
め
工
事
に
着
手
で
き
な

い
状
態
に
あ
る
。

室
蘭
岳
の
開
発
面
積
は
他
地
域
に
比
べ

る
と
小
さ
い
。
し
か
し
大
規
模
開
発
か
否

か
は
、
面
積
の
大
小
で
決
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
対
象
地
域
が
そ
の
マ
チ
で
果

し
て
い
る
役
割
、
市
民
が
こ
れ
を
ど
う
受

け
と
め
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
市
街
地

周
辺
丘
陵
地
の
山
林
が
戦
後
伐
採
さ
れ
た

ま
ま
放
置
さ
れ
、
観
光
道
路
開
設
の
た
め

次
々
と
貴
重
な
自
然
が
失
わ
れ
行
く
中

で
、
室
蘭
岳
は
市
民
の
生
命
を
支
え
る
水

の
供
給
源
、
市
民
の
登
山
、
遠
足
、
山
菜

採
り
な
ど
憩
の
場
な
ど
、
残
り
少
な
い
緑

と
し
て
貴
重
な
自
然
を
保
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
開
発
す
る
こ
と
が
大
規
模

開
発
で
な
く
し
て
何
と
言
お
う
。

こ
の
声
を
無
視
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
結

果
が
、
昨
年
十
一
月
市
民
の
目
に
晒
さ
れ

た
。
第
三
セ
ク
タ
ー
が
累
積
赤
字
約
一
億

二
千
万
円
を
抱
え
経
営
危
機
に
瀕
し
て
い

る
と
。
今
、
議
会
で
は
具
体
的
再
建
策
の

な
い
ま
ま
血
税
一
億
七
千
万
円
を
会
社
に

無
利
子
で
融
資
す
る
予
算
を
審
議
し
て
い

る
（
こ
れ
が
載
る
頃
は
既
に
決
定
さ
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
）
。
市
民
は
こ
れ
に
よ
っ

て
銀
行
へ
支
払
う
べ
き
利
子
約
九
千
万
円

の
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
室
蘭
市
は
昨
年
九
月
、
守
る

会
に
対
し
、
市
長
と
の
話
し
合
い
の
席
上
、

三
期
工
事
着
手
を
前
提
と
し
た
環
境
調
査

の
再
実
施
へ
の
協
力
要
請
を
あ
ら
た
め
て

行
っ
た
。
し
か
し
話
し
合
い
は
平
行
線
を

辿
り
そ
の
二
か
月
後
に
経
営
危
機
が
表
面

化
し
た
。
こ
の
間
の
室
蘭
市
の
姿
勢
は
不

可
解
極
ま
り
な
い
。
何
故
な
ら
保
安
林
解

除
申
請
を
な
す
事
業
主
体
に
は
、
手
続
上

そ
の
信
用
力
、
資
金
力
が
十
分
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
二
期
工
事
の

前
提
と
な
る
保
安
林
解
除
申
請
を
な
し
得

る
資
格
を
既
に
喪
失
し
、
申
請
を
な
す
に

も
な
し
得
な
い
状
態
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
環
境
調
査
再
実
施
へ
の
協
力
を
求
め

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
二
○
年
間

に
及
ぶ
経
営
再
建
策
に
は
、
二
期
工
事
に

必
要
と
す
る
資
金
計
画
は
全
く
触
れ
て
お

ら
ず
、
最
早
こ
れ
に
着
手
す
る
資
金
的
余

裕
も
能
力
も
失
っ
た
事
業
体
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
に
も
拘
ら
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

室
蘭
市
は
呪
文
の
よ
う
に
「
力
イ
ジ
ョ
カ

イ
ジ
ョ
：
一
と
唱
え
続
け
て
い
る
。
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守
る
会
は
、
昨
年
十
二
月
室
閥
市
に
対
年
を
経
て
漸
く
動
い
た
。
こ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
翌
八
九
年
、

し
二
期
工
事
断
念
の
勧
告
書
を
渡
し
た
。
自
然
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
林
野
庁
は
ま
ず
知
床
国
有
林
を
含
む
一
二

議
会
も
二
会
派
が
反
対
を
表
明
す
る
ま
で
人
の
心
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
箇
所
の
地
域
を
指
定
し
ま
し
た
が
、
知
床

に
な
っ
た
。
ス
キ
ー
場
問
題
発
生
か
ら
六
が
人
間
の
力
の
限
界
で
あ
る
。
国
有
林
の
保
護
地
域
を
線
引
き
す
る
た
め

議
議
議
蕊
議
議
議
蕊
蕊
篝
蕊
蕊
議
識
識
簔
難
議
議
蕊
蕊
議
蕊
難
難
蕊
蕊
蕊
蕊
細
需
睦
鰄
順
鵬
麺
即
伽
が
伽
泳
“
い
壺
附

狩
場
山
地
の
森
林
生
態
系
保
護
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
代
表
一
名
を
委

嘱
し
た
だ
け
で
、
知
床
原
生
林
伐
採
の
反

対
連
動
を
文
字
通
り
支
え
、
主
導
し
た
地

地
域
設
定
委
員
会
の
経
験
か
ら

元
の
知
床
自
然
保
護
協
会
と
北
海
道
自
然

保
謹
連
合
か
ら
は
、
三
団
体
揃
っ
て
重
ね

道
自
然
保
謹
協
会
常
務
理
事
て
の
強
い
要
望
を
も
無
視
し
て
、
委
員
に

連
合
常
務
委
員
中
野
徹
三
加
え
る
こ
と
を
あ
く
ま
で
も
拒
否
し
続
け

ま
し
た
。

を
原
則
的
に
禁
止
し
、
動
植
物
を
含
む
森
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
一
昨
年
（
九

始
め
て
自
然
保
護
団
体
代
表
三
林
の
生
態
系
全
体
を
永
久
的
に
保
護
し
よ
－
年
）
か
ら
私
た
ち
三
団
体
は
、
九
二
年

人
が
設
定
委
員
会
に
入
っ
た
う
と
い
う
目
的
を
掲
げ
て
、
林
野
庁
が
始
度
か
ら
始
ま
る
全
国
一
四
箇
所
の
追
加
指

め
た
計
画
で
す
。
そ
れ
ま
で
国
有
林
を
伐
定
（
う
ち
道
内
四
箇
所
）
を
控
え
、
各
地

ご
承
知
の
通
り
、
一
森
林
生
態
系
保
護
採
し
て
売
る
と
い
う
、
木
材
生
産
を
目
的
域
の
設
定
委
員
会
に
は
少
く
と
も
道
連

地
域
一
と
は
、
一
九
八
八
年
の
十
二
月
に
と
し
た
森
林
施
業
を
ひ
た
す
ら
追
求
し
て
合
、
道
協
会
、
地
元
の
有
力
な
自
然
保
謹

林
野
庁
長
官
の
諮
問
機
関
で
あ
る
一
林
業
い
た
林
野
庁
を
し
て
森
林
生
態
系
保
護
と
団
体
の
三
者
を
加
え
る
こ
と
、
を
道
営
林

と
自
然
保
護
に
関
す
る
検
討
委
員
会
一
が
い
う
時
代
の
新
し
い
思
想
に
は
じ
め
て
局
に
粘
り
強
く
要
求
し
続
け
て
参
り
ま
し

ま
と
め
た
答
申
に
も
と
づ
い
て
、
全
国
か
一
開
眼
一
（
ま
だ
半
開
で
す
が
）
さ
せ
た
も
た
・
そ
し
て
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
追
加
指

ら
「
わ
が
国
の
主
要
な
森
林
帯
を
代
表
す
の
、
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
‐
知
床
定
の
第
一
陣
で
あ
る
一
‐
狩
場
山
地
須
築
川

る
、
又
は
、
地
域
の
特
色
を
よ
く
ホ
す
原
の
原
生
林
ま
で
伐
っ
て
売
る
の
か
！
」
と
源
流
部
」
の
保
護
地
域
設
定
委
に
は
、
北

コ
ア

生
的
な
天
然
林
を
コ
ア
エ
リ
ア
（
核
と
な
あ
の
知
床
国
有
林
伐
採
反
対
に
立
ち
上
海
道
自
然
保
護
協
会
か
ら
は
副
会
長
の
俵

る
地
域
）
と
し
、
そ
の
外
側
を
緩
衝
の
役
が
っ
た
、
日
本
の
自
然
保
護
連
動
史
上
空
浩
三
氏
、
地
元
の
南
北
海
道
自
然
保
護
協

割
を
果
た
す
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
が
囲
む
前
の
大
連
動
の
力
で
し
た
（
今
年
は
こ
の
会
か
ら
は
昆
虫
学
者
で
副
会
長
を
さ
れ
て

地
域
」
を
選
ん
で
設
定
し
、
こ
こ
で
は
樹
連
動
が
始
ま
っ
た
年
か
ら
は
や
七
周
年
目
い
る
棟
方
明
陽
氏
、
そ
し
て
道
連
合
か
ら

木
の
伐
採
を
は
じ
め
人
手
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
。
は
、
稲
田
代
表
の
健
康
上
の
理
由
も
あ
っ

ー

て
、
道
協
会
か
ら
連
合
常
務
委
員
に
出
て

い
る
私
中
野
と
こ
う
し
て
三
団
体
の
代
表

が
、
は
じ
め
て
道
営
林
局
の
委
嘱
を
受
け

て
、
委
員
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

審
議
の
機
会
は
三
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
自
然
保
護
団
体
の
代
表
が
三
名

い
る
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
大
変
心
強
い

限
り
で
、
公
平
に
見
て
も
発
言
の
三
分
の

二
は
討
議
を
私
た
ち
三
人
の
発
言
が
占

め
、
穣
極
意
見
を
提
起
し
て
終
始
リ
ー
ド

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
俵
氏
は
森
林
の

専
門
家
の
立
場
か
ら
、
棟
方
氏
は
ご
専
門

の
昆
虫
学
を
踏
ま
え
て
の
土
壌
を
含
む
生

態
系
保
護
の
立
場
か
ら
貴
重
な
提
言
を
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
森
林
の
重
要
性
は

直
感
で
よ
く
わ
か
る
が
現
地
も
樹
も
さ
っ

ぱ
り
知
ら
な
い
私
は
、
も
っ
ぱ
ら
大
き
な

声
で
『
．
面
積
が
狭
す
ぎ
る
一
、
一
‐
こ
こ
が

狭
く
な
れ
ば
今
後
の
大
雪
な
ど
の
悪
い
先

例
に
な
る
」
と
い
う
点
を
し
つ
こ
く
い
い

続
け
ま
し
た
。

ま
た
私
た
ち
は
、
原
案
が
提
示
さ
れ
た

の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
討
議
し
基
本

的
に
一
致
し
た
各
自
の
修
正
案
を
作
成
し

て
営
林
当
局
と
一
四
名
の
全
委
員
に
事
前

に
配
布
し
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
に
も
報
道
し

て
も
ら
い
、
こ
う
し
て
原
案
の
修
正
に
そ

れ
な
り
の
寄
与
が
出
来
た
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
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原
案
が
修
正
さ
れ
、
コ
ア
・
バ
ッ

フ
ァ
ー
地
区
が
共
に
拡
大

狩
場
山
地
須
築
川
源
流
部
が
指
定
さ
れ

た
主
な
理
由
は
、
こ
こ
が
原
生
的
な
ブ
ナ

天
然
林
集
団
の
全
国
で
の
北
限
地
で
あ
る

と
い
う
点
に
あ
り
ま
し
た
が
、
原
案
で
は

須
築
川
下
流
部
を
外
し
、
一
般
に
コ
ア
の

範
囲
が
同
川
の
流
域
内
の
も
と
も
と
人
手

が
入
り
に
く
い
地
域
に
一
人
工
的
に
」
狭

く
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
コ
ア
と

バ
ッ
フ
ァ
ー
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
そ
の
外
の

境
界
が
、
同
じ
流
域
内
の
、
自
然
の
生
態

系
と
は
無
縁
の
林
班
界
で
区
切
ら
れ
、
自

然
の
地
勢
線
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
こ

と
、
等
が
問
題
と
な
り
、
私
た
ち
は
ほ
ぼ

須
築
川
流
域
全
体
を
コ
ア
に
、
流
域
を
囲

む
稜
線
と
そ
の
外
界
を
バ
ッ
フ
ァ
ー
に
す

る
よ
う
、
要
求
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
他

の
委
員
か
ら
も
、
私
た
ち
委
員
を
支
持
す

る
意
見
が
か
な
り
出
さ
れ
、
そ
の
上
で
ま

と
め
ら
れ
た
当
局
の
最
終
案
は
、
コ
ア
と

バ
ッ
フ
ァ
ー
を
共
に
図
の
よ
う
に
拡
大

し
、
私
た
ち
の
意
見
に
あ
る
程
度
接
近
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
（
図
参
照
）
。

コ
ア
の
獅
獄
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
面
祇

原
案
一
、
○
一
二
ｍ
一
二
一
三
ｍ

修
正
率
一
、
四
○
八
ｍ
一
、
三
二
四
ｍ

私
た
ち
は
、
般
終
回
で
も
私
た
ち
の
こ

れ
ま
で
の
主
張
で
説
得
を
続
け
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
の
修
正
は
成

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
大
雪
の
番
、
大
雪
に

ふ
さ
わ
し
い
保
護
地
域
を
設

定
さ
せ
よ
う
！

最
終
回
の
設
定
委
員
会
（
昨
年
二
月

二
日
）
で
、
私
は
Ⅲ
こ
の
四
箇
所
で
打

切
ら
な
い
こ
と
、
道
民
や
私
た
ち
の
要
望

を
聞
い
て
、
新
た
な
設
定
を
今
後
も
必
ず

続
け
る
こ
と
、
②
保
護
地
域
を
大
雪
山
忠

別
川
源
流
部
な
ど
ま
さ
に
生
態
系
を
無
視

し
て
人
為
的
に
狭
め
て
限
定
す
る
こ
れ
ま

で
の
考
え
方
を
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
こ

と
を
改
め
て
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
な
お

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
林
野
庁
は
今
回
の

追
加
一
四
箇
所
（
道
内
は
狩
場
に
続
い
て
、

九
三
‐
！
九
六
年
度
に
か
け
て
大
雪
山
忠
別

川
源
流
部
、
日
高
山
脈
中
央
部
、
漁
岳
周

辺
、
の
合
計
四
箇
所
）
を
も
っ
て
、
一
応

指
定
を
打
ち
切
る
意
向
と
、
道
営
林
局
は

答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
こ
れ
で
森
林

生
態
系
保
護
は
十
分
と
林
野
当
局
は
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

九
三
年
度
は
、
大
雪
の
番
で
、
自
然
保

護
団
体
は
、
道
協
会
か
ら
は
副
会
長
の
鮫

島
惇
一
郎
氏
、
地
元
か
ら
は
大
雪
と
石
狩

の
自
然
を
守
る
会
の
前
代
表
岡
村
秀
雄

氏
、
連
合
か
ら
は
ひ
が
し
大
雪
博
物
館
の

川
辺
百
樹
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
委
員
と
し

て
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
大
雪
山
国
立
公

園
に
ふ
さ
わ
し
い
壮
大
な
保
護
地
域
の
設

定
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
お
互
い
に
力
を

合
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

÷

難 ノ
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'93年度活動方針
北海道自然保護連合

【3】自然保護運動の推進

(1)士幌高原道路問題

(2)千歳川放水路問題

(3)森林生態系保護地域設定の取り組み
（忠別川源流部）

(4)道内リゾート開発問題

（スキー場、ゴルフ場、 リゾート施設、環

境アセス）

(5)NGOラムサール釧路会議への参加、協力

【4】特別事業

(1) 「日本の森と自然を守る全国集会」の開催

について（1995年札幌開催要請）

(2) 『北の自然保護運動』の刊行について

（道内の自然保護諸団体の活動記録を本に

編纂する計画に取り組む｡1995年刊行予定）

【1】活動基盤の強化

(1)事務局体制の確立
(2)常務委員会の拡大と強化

(3)加盟団体の増大
(4)財政基盤の強化

（加盟団体の口数増加、賛助会員の拡大）

(5)役員の増加

（一部規約改正）

【2】広報・普及活動の強化

(1)機関紙「北の自然」の定期発行

（年4回発行、定期化）

(2)シンポジウムの開催

北海道自然保護連合1992年度決算報告
ー

1993. 5.23 （資料Nn32)

会計監査報告： 以上、相違ありません。

北海道自然保護連合1993年度予算（案）
1993． 5．23
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収 入 支 出

団体加盟賀

賛助会変

事業収入

事業外収入

沙流川の自然守る会

道央地区勤労者山岳連盟

知床原住民の集い

サホロリゾート開発問題協議会

北海道自然保護協会

日高山脈の自然守る会

小 計

30名分

知床シンポ報告集

テ ﾚ ホ ン力－ ド

小 計
今 計ロ

受 取 利 息

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

９
９
分
９
Ｔ
９
９

４
５
５
一
○
０
５
４

３
５

127 000

９
８
７

３
１
５

100

000

100

238 000

19 559

事務所家貸

会報印刷代

会報発送費

通信費

総合計

120,000

92．700

28．278

49．105

290 083

総 合 計 257 659 当期損益 △32．424

預 金 期末残高(A) 期首残高<B) 当期損益(A-B)

現 金

郵 便 口 座

札幌銀行普通預金（一 般）

札幌銀行普通預金（知床基金）

札幌銀行定期預金

1

98 ， 479

595

44

106,485

500,000

21

122

， ３
５

１
９

５
５

6，919

1，087，700

500，000

計へ
匡了 1．705．603 1，738．027 △32．424

収 人 支

団体加盟鐵

賛 肋 会 費

広 告 代

寄 付 金

へ 計にI

150，000

300,000

０
０

０
０

０
０

９
９

０
０

３
７

550．000

賃
費
費
査
費

家
刷
送

所
印
発
信
蝋

務
報
報
一

珈
会
会
通
予
一

計
へ
同

180,000

200,000

50,000

70,000

50．000

550 000



だけ褐戦しようと思いますの

で御協力をお願い致します。

もう一つのお願いですが今

年度の会計報告でお解りのよ

うに財政が赤字になっており

事務局としては最大の危機に

直面しております。

全国から御支援頂いた『知

床基金』は一般会計には取り

崩したくなく、更に年4回の

機関誌の発行を予定すれば60

万円、その他の経費を含めま

すと年間95万円位掛ることに

なります。この金額は皆様の

賛助会費でまかなえます（会

費が完納時）が昨年より賛助

会費の送金が極端に悪く機関

誌『北の自然』発行の遅れる

要因にもなっております。

今年より団体加盟費も口数

を増やして頂いておりますが

個人の賛助会費も増口して頂

ければこの最大の危機を乗り

切れると思います。北海道の

自然保護運動の下部として自

然保謹連合の役割が重要視さ

れております中、どうしても

北海道自然保護連合を強くし

て行かなければ北海道の自然

を乱開発から守ることは出来

ません。

是非皆様の御支援をお願い

申し上げます。

（事務局担当・二井田）

事務局よりお願い
｜ 黒萩先生が連合代表代行に
’ 平成3年より事務局の仕事

の一部を引き受けてやってい

ますが思うように出来ず皆様

に大変御迷惑をかけておりま

す。今年度の代表者会議（総

会）に於いても一番重要視さ

れたのは事務局体制の見直し

でした。

昨年度よりバブル崩壊でリ

ゾート開発が下火になったか

の様に見えましたが、開発側

は計画を実行しなければこの

不況を乗り切れないとばかり

に強引に開発しようとしてい

ます。

北海道内各地より多くの問

題が取り上げられ事務局に支

援を要請されていますが十分

な支援も出来ない現状です。

又、これらの問題を皆様にお

知らせすべき唯一の機関誌

F北の自然jの発行が遅れて

大変申し訳なくお詫び致しま

す。

今回大幅に遅れての発行と

なりましたので一部すでに書

いて頂いた原稿を割愛させて

頂いたりしたものもあります

が､なにとぞご容赦ください。

なお、次号より各地の賛助

会員の皆様にも協力をお願い

して各地の情報を頂き出来る

連合の稲田代表は、これまで胸に

'､<r-スメーカーを入れながら頑張って

下さいましたが、今回健康上の理由で

9月1日から黒萩尚氏が代表代行にな

られます。黒萩氏は長く北大水産学部

洞爺湖臨湖実験所所長を勤められ、現

在洞爺カルデラを守る会事務局長とし

て､洞爺湖の自然を守って奮闘されて

います。どうぞよろしく。

北の自慾
Ｉ

＝

1993年9月1日発行

発行所北海道自然保護連合

札幌市東区北20条東1丁目

前田ビル203

発行人稲田孝治

編集二井田高敏

｢北の自然」連絡先

札幌市東区北20条東1丁目

前田ビル203

窓(011)741-2490…
郵便振替：小樽1－4071

賛助会費：年間3,000円

一

ど傷」 登山

キャンピング

カヌー

アウトドア用品

当7

秀岳装･曲り店蝋 I

営業時間/AM10:00～PM7:00定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目壷(011) 726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号公（0166）23-3416

（専用駐車場完備）
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